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研究成果の概要（和文）：

体制移行のコストから民主化を軟着陸、硬着陸と中間モデルなどのパターンに分けられる。

体制移行後、民主政の質も必ずしも同じでない。経済発展水準、中産階級の成熟度、法治国家

の整備状況、市民社会の成熟度といった初期条件の成熟度が体制移行のコスト、民主政の成熟

化に重大な影響を与える。既存の民主化研究は民主化の過程を体制移行と民主政の定着の 2 段

階としたが、研究視野を民主化のインフラ整備へと拡大する必要がある。

研究成果の概要（英文）：

Depending on the cost of political transition, democratization process can be divided
into such patterns as soft landing, hard landing and a hybridin-between soft landing and
hard landing.Even after regime transition, the quality of democracy after the transition in
different countries is not necessarily the same. The preconditions for democratization,
including level of economic development, the political consciousness of the middle class, the
provisional status of rule of law, and the maturity of civil society, has monumental impact
on the cost of political transition and the maturation of the democratic polity. In extant
literature, democratization process is divided into two stages, the political transition and
the consolidation of democracy thereafter. This research find it necessary to expand our
scope of research to include the building of democratic infrastructure."
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１．研究開始当初の背景

民主化研究が盛んに行われてきたが、体

制移行の「コスト」がなぜ国によって違うか、「軟

着陸」はいかなる条件を必要とするかについて、

既存の研究は必ずしも十分でない。本研究は

学際的な研究アプローチによって、初期条件

の成熟度と体制移行のコスト・民主政の成熟

度との相関関係を体系的に解明しようとする。

２．研究の目的

本研究の主な目的は、第3の波で「軟着陸」

の韓国・台湾、「硬着陸」の旧ソ連・ロシア、「中

間モデル」の東南アジアなどを主な事例とし、

比較研究および学際的な研究によって体制移

行の「初期条件」と移行の「コスト」・民主政の

「成熟度」との相関関係を実証分析することを

通じて、「民主化のインフラ整備」という視角か

ら、既存の体制移行論に対する新しい分析の

枠組みを提供しようと試みるものである。

３．研究の方法

本研究は、学際的な研究アプローチから、

比較・検証可能な指標・基準を設定するよう努

め、データや計量分析の手法を活用する等、

「初期条件」と移行の「コスト」・民主政の「成熟

度」との相関関係を体系的に解明する。

４．研究成果

本研究では、理論分析の作業は以下の手

順で行われる。

１）体制移行のコストによって民主化を

三つのパターンに分ける。体制移行は政治

の価値と理念、政治支配の枠組みと制度の

転換および利益配分の重大調整を意味する。

体制移行の過程で理念、価値の衝突、既得

権益の抵抗および新制度の未熟などが原因

で、政治、経済および社会の混乱は必ず起

きてくる。本研究では、体制移行は協定・

合意に基づくものか力の対決の結果か、流

血事件の有無、国家の解体、新政権の安定

度、政治混乱の規模と持続期間、体制移行

が行政・社会・経済運営の能力に与えるマ

イナス影響を体制移行のコストの主な指標

とし、マイナス影響が比較的少ない体制移

行は軟着陸、マイナス影響が高い体制移行

は硬着陸、コストが軟着陸と硬着陸の間に

ある体制移行は中間モデルと称する。

民主化の第 3 の波で、数多くの国々は体

制移行を行った。そのうち、旧ソ連・ロシ

ア 、旧ユーゴスラビア の体制移行は「硬

着陸モデル」の典型例であった。スペイン、

ポルトガル、ギリシャなどの南欧３カ国、

東アジアの韓国、台湾などは軟着陸の代表

例である。大多数の国々は中間モデルに分

類される。なお、体制移行は硬着陸の場合、

民主政の定着、質の向上および機能の強化

は大きな困難を伴う。他方、体制移行は軟

着陸の場合、民主政は比較的にスムーズな

定着を見せ、質と効率も比較的良い。

２）初期条件を民主化のパターンに影響

を与える説明変数とする。主な初期条件の

うち、一人当たりの GDP は綜合指標であり、

社会インフラの整備状況（各国の教育水準、

情報アクセス）、社会構造（中産階級の比重

と政治意識、社会的亀裂の規模）、制度化の

水準（法整備、ガバナンス能力）、市民社会

の成熟度などとの相関関係を有する。以上

の条件はほとんどの国が共通するが、各国

が抱えている状況が違うために、特殊な条

件をも考える必要がある。例えば、旧社会

主義国家は二重移行の問題に直面していた。

３）本研究は、初期条件の成熟度は体制



移行のコスト、民主制の成熟化に重大な影

響を与えていることを実証分析した。具体

的に、民主化の第 3 の波の経験から述べる

と、民主化の発生は必ずしも初期条件の成

熟を必要としない。貧しい国々でも、民主

化がしばしば発生する。しかし、民主化の

軟着陸、民主制の定着を達成した国々は、

初期条件が比較的成熟した国々である。体

制移行と民主政の成熟度といった 2 つの段

階が連続し、特に 2 つの段階を取り巻く初

期条件もかなり連続しているからである。

４）本研究は初期条件と民主化のパター

ンが密接な関係を有するといった視点から、

民主化の 3 段階論を提唱する。すなわち、

既存研究は民主化を体制移行と民主政の定

着の 2 段階論と捉えているが、初期条件を

民主化のインフラ整備と捉え、その成熟度

が体制移行のコストと民主政の成熟に影響

を与えるからである。

以上の理論的な分析作業を踏まえながら、

各分担者はそれぞれ専門とするディシプリ

ンと地域研究の知識、比較分析の手法を生

かし、以下のように各自の成果を纏めた。

１）倉持研究は経済、教育、情報、中間

層、政治意識が韓国民主化に与える影響、

木村研究は初期条件の変化を踏まえ、韓国

権威主義体制における政治的力学の展開、

稲垣研究は家産制国家＝地域の亀裂が中央

アジアの民主化に与える影響を分析した。

２）民主化インフラ整備と民主化戦略と

の相関関係に着目しながら、金子研究はマ

レーシアを中心に形式民主主義から実質民

主主義への前進、島田研究はインドネシア

の権威主義時代における法律扶助運動を、

唐研究は中間層の成熟度が民主化のパター

ンとの関係を分析した。

３）政治経済の基本制度と民主化のパタ

ーンに着目する研究として、渡辺研究は疑

似レーニン主義統治体制の支配能力との観

点から台湾民主化の軟着陸、松里研究は村

のガバナンス、選挙マシンの有無、民族統

合の仕組みの視点から中露の半権威主義体

制の様態の相違、石塚研究は東アジアを中

心に憲政・司法審査と民主化の定着との関

係、下斗米研究は旧ソ連・ロシアの二重移

行を分析した。
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